
第２２２回ＪＭＲＣ中部運営委員会報告書 

開催日時 ２０１２年３月６日（火）２０：００～２２：３０ 

開催場所 名古屋市昭和区福江 ＪＡＦ中部本部 ３Ｆミーティングルーム 

《議題》 

１． 各委員会部会報告 

２． ミドル戦振興策について 

３． 門前の事故対応について 

４． その他 

《議事》 

１．各委員会部会報告 

【ジムカーナ部会】 

２月２６日にキョウセイドライバーランド研修室において第１回のジムカーナ部会を開催 

部会日程、ジムカーナレッスン日程、実施方法、補助金申請方法、２０１３年ＪＡＦＣＵＰ中部開催の

件、振興策について協議した。その後午後からは公開意見交換会を開催。選手から様々な意見をいただ

いた。公開意見交換会は３月１８日と５月６日にも行う予定。 

【ダートトライアル部会】 

２月１９日 小牧で主催者賠償保険の説明オーガナイザー会議も兼ねて行った。選手権の申し合わせ事

項の確認と本年度の部会の活動計画、昨年度の会計報告を行った。今年の部会は４回行う予定。また、

選手のレベルアップ練習会と同時開催でＪＡＦメイトを通じて見学会を予定。７月２９日（日）今庄で

開催予定。部会では準備を進めている。選手権規定で主催者賠償保険についての記載をしたのでご承認

をお願いしたい。※協議の結果承認された。 

ＪＭＲＣ全国ジムカーナダートトライアル振興事業委員会が１月２５日に東京で行われた。 

２０１１年のＪＡＦＣＵＰダートラ、ジムカーナの報告と２０１２年の協力依頼、２０１３年度の開催

地の発表があった。２０１３年度のジムカーナは中部、ダートトライアルは関東での開催となった。 

ＪＡＦへの要望については８６などの発売に関してリア駆動クラスの充実をお願いしました。また障害

者の参加について検討を行った。 

【ラリー部会】 

３月１０日にラリーセミナーを行う。現在の参加申込者は１２名 ３月１１日のジュニアラリーのエン

トリーは１４台。互助会の効果が出ていると思う。３月７日全国ラリー振興事業委員会が開催された。

オールスターラリーやラリー保険が主な議題になる予定。 

２月１７日全日本ラリー主催者会議でＳＳラリーの安全対策について。ＪＡＦの費用でＦＩＡから講師

を招き第１戦の会場で講習会を実施する予定。７月７日のラリーについてラリーカレンダーの登録変更

について報告があった。 

ハイブリッドカーについて意見交換を行った。 

【レース部会】 

特になし 

【MS 振興担当】 



ミドルシリーズの補助金申請書を作成した。運営員会に毎回図るのではなく事務局に直接申請したほう

が良いと思う。またＭＳ振興の補助金についても同じ書式で統一したほうが良いと思うが検討してほし

い。 

※検討の結果、初年度なので運営委員会の折に書面で報告することに決定。またＪＡＦの見学会やラリ

ーセミナーなども書式を統一することで決定 

【審査委員グループ】 

特になし 

【総務広報委員会】 

新しいＨＰについての説明を行った。まだまだ不慣れなので見難いという意見をうかがっている。３月

２３日に総務広報委員会を開催しシステムの運用方法について統一していきたい。 

各部会からも更新担当者を派遣してほしいのでよろしくお願いします。 

【支部連絡委員会】 

各支部に対して今後の存続についてアンケートを行った。様々な意見があり現行では廃止にするには

もう少し議論を深める必要がある。 

【JAF 登録部会】 

２月に部会が行われた参加しました。 

【JAF 技術部会】 

２月１５日に部会が行われた参加しました。役員の変更と鈴鹿から出されたリブレの承認を行いました。 

【JAF メディカル部会】 

特になし 

【理事会】 

義援金は今年に入ってから変化はない。以前はＪＭＲＣ全国協議会に支払ったが今回は日本赤十字社に

振り込みを行う。 

【JAF スピード部会】 

特になし 

２．ジムカーナレッスン補助金申請の件 

ジムカーナ部会ではジムカーナ振興策の一環として初心者向けにジムカーナレッスンを２００４年から

行っている。参加者からは好評で参加者増加に対しても一定の効果が出ている。しかし多くのボランテ

ィアの好意によって成り立っているのも現実。年間予算には計上していないが３万円×７回で２１万を

補助してほしいとの提案があり協議の結果、予算執行上の諸問題があり次回運営委員会に持ち越しとな

った。 

３．門前の事故救済に関して 

昨年発生した事故に対して前回の運営委員会では資金調達が可能ということで解決に向かっていると報

告されていたが改めて主催者より救済の申し出があり検討をお願いしたい。 

※検討の結果、現状の制度では金銭的な救済は難しい。ただ、この件に関しては検討するにしても情報

が不足しているため次回運営委員会に持ち越しとなった。 

以上 

 報告 総務広報委員長  石井 公久 


